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(57)【要約】
【課題】建物の外壁がタイル外壁の場合にも、設備機器
を、転倒や脱落を防止する必要な固定強度を有するよう
に、うまく取り付けることができる設備機器の取付構造
を提供する。
【解決手段】建物１のタイル外壁１ａの表面に横架材２
が固定され、この横架材２に設備機器としての据置型の
給湯器３が、その上部に取付金具４を介して取り付けら
れた構成とされている。
　ここで、横架材２は、ネジ５により、タイル外壁１ａ
の目地部分に固定されている構成とすることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物のタイル外壁の表面に横架材が固定され、当該横架材に設備機器が、その取付金具
を介して取り付けられていることを特徴とする設備機器の取付構造。
【請求項２】
　前記横架材は、固定部材により、前記タイル外壁の目地部分に固定されていることを特
徴とする請求項１に記載の設備機器の取付構造。
【請求項３】
　前記固定部材の周囲における前記横架材の裏面と前記タイル外壁の目地部分の表面との
間には、防水材が設けられていることを特徴とする請求項２に記載の設備機器の取付構造
。
【請求項４】
　前記横架材は、前記建物の外方に向いた膨出部を有することを特徴とする請求項１乃至
３のいずれか１項に記載の設備機器の取付構造。
【請求項５】
　前記横架材に補助固定材が設けられており、当該補助固定材に前記取付金具が固定され
ていることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の設備機器の取付構造。
【請求項６】
　前記設備機器は、給湯器であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載
の設備機器の取付構造。
【請求項７】
　前記設備機器は、太陽電池システム機器であることを特徴とする請求項１乃至５のいず
れか１項に記載の設備機器の取付構造。
【請求項８】
　前記設備機器は、分電盤であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載
の設備機器の取付構造。
【請求項９】
　前記設備機器は、蓄電池システム機器であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれ
か１項に記載の設備機器の取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の外壁に設備機器を取り付けるための設備機器の取付構造に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、スペースの有効利用や転倒防止などのために、例えば給湯器などの設備機器
を、建物の外壁に取り付けることがなされている（例えば特許文献１～３等を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－１２１８７８号公報
【特許文献２】特開平８－２７０１７１号公報
【特許文献３】特開平９－４９２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、建物の外壁がタイル外壁の場合、固定部材としてのネジなどをタイル外
壁のタイル部分で固定してしまうと、亀裂が入ってしまい、設備機器を必要な固定強度を
有するように、うまく取り付けることができないという問題があった。
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【０００５】
　そこで、本発明は、建物の外壁がタイル外壁の場合にも、設備機器を、転倒や脱落を防
止する必要な固定強度を有するように、うまく取り付けることができる設備機器の取付構
造を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するために、本発明の設備機器の取付構造は、建物のタイル外壁の表面
に横架材が固定され、当該横架材に設備機器が、その取付金具を介して取り付けられてい
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　このような本発明の設備機器の取付構造は、上記した構成なので、建物の外壁がタイル
外壁の場合にも、設備機器を、転倒や脱落を防止する必要な固定強度を有するように、う
まく取り付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施例１の設備機器の取付構造の概略構成を示す説明図である。
【図２】実施例１の設備機器の取付構造の施工段階を示す説明図である。
【図３】（ａ）は、実施例１の設備機器の取付構造で用いられる横架材の正面図であり、
（ｂ）は、（ａ）の側面図である。
【図４】実施例２の設備機器の取付構造の概略構成を示す説明図である。
【図５】実施例３の設備機器の取付構造の概略構成を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明を実施するための形態を、図面に示す実施例１～３に基づいて説明する。
【実施例１】
【００１０】
　先ず、実施例１の構成について説明する。
　図１は、実施例１の設備機器の取付構造の概略構成を示している。
【００１１】
　この実施例１の設備機器の取付構造は、図１に示したように、建物１のタイル外壁１ａ
の表面に横架材２が固定され、この横架材２に設備機器としての据置型の給湯器３が、そ
の上部に取付金具４を介して取り付けられている。
【００１２】
　より具体的には、図２に示したように、タイル外壁１ａの目地部分に、ドリル等で下孔
１ｂ，・・・をあけておき、図３に示した建物１の外方に向いた膨出部２ａを有する横架
材２を略水平にあてがい、ネジ孔２ｂ，・・・から下孔１ｂ，・・・へ固定部材としての
ネジ５を螺合して、横架材２をタイル外壁１ａに固定する。
【００１３】
　なお、ネジ孔２ｂ，・・・から下孔１ｂ，・・・へ固定部材としてのネジ５を螺合する
際には、横架材２とタイル外壁１ａとの間に図示省略の防水材を挟み込んでおくため、ネ
ジ５の周囲における横架材２の裏面とタイル外壁１ａの目地部分の表面との間には、防水
材が設けられている。
【００１４】
　そして、図１に示したように、タイル外壁１ａの下側にある基礎１ｃの側面に台座６を
載置し、この台座６の上に設備機器としての給湯器３を設置する。
　そのうえで、固定部材としてのネジ７を用いて、Ｌ字型の取付金具４により、横架材２
の膨出部２ａと設備機器としての給湯器３の上部との間が連結される。
　なお、ネジ７には、タイル外壁１ａの表面を傷付けないように、膨出部２ａの厚さより
も短いものが用いられる。
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【００１５】
　これにより、図１に示したような実施例１の設備機器の取付構造が完成する。
【００１６】
　次に、実施例１の作用効果について説明する。
【００１７】
　このような実施例１の設備機器の取付構造は、建物１のタイル外壁１ａの表面に横架材
２が固定され、この横架材２に設備機器としての据置型の給湯器３が、その上部に取付金
具４を介して取り付けられた構成とされている。
【００１８】
　上記した構成なので、建物１の外壁がタイル外壁１ａの場合にも、設備機器としての給
湯器３を、転倒を防止する必要な固定強度を有するように、うまく取り付けることができ
る。
【００１９】
　ここで、横架材２は、固定部材としてのネジ５，・・・により、タイル外壁１ａの目地
部分に固定されている。
　このため、横架材２は、タイル外壁１ａのタイル部分で固定部材としてのネジ５，・・
・により固定されると、亀裂が入ってしまうが、この弊害を防止することができる。
【００２０】
　また、固定部材としてのネジ５，・・・の周囲における横架材２の裏面とタイル外壁１
ａの目地部分の表面との間には、防水材が設けられている。
　このため、固定部材としてのネジ５，・・・の周囲から建物１内へ雨水等が浸入するの
を防止することができる。
【００２１】
　さらに、横架材２は、建物１の外方に向いた膨出部２ａを有し、この膨出部２ａにタイ
ル外壁１ａの表面まで届かない短い固定部材としてのネジ７，・・・で取付金具４が固定
されている。
　このため、この膨出部２ａの存在により、横架材２の裏側のタイル外壁１ａが傷付かず
に済む。
【実施例２】
【００２２】
　次に、実施例２について説明する。
【００２３】
　なお、実施例１で説明した内容と同一乃至均等な部分の説明については同一符号を付し
て説明する。
【００２４】
　図４は、実施例２の設備機器の取付構造の概略構成を示している。
【００２５】
　この実施例２の設備機器の取付構造では、横架材２の膨出部２ａに固定部材としてのネ
ジ９，９により断面コ字型の補助固定材８が設けられており、補助固定材８の膨出部２ａ
からそれた位置（ここでは上側）に取付金具４が固定されており、取付金具４の固定位置
に自由度を持たせたことが実施例１の設備機器の取付構造と主に異なる。　すなわち、横
架材２の膨出部２ａを単純に太くしても対応できるが、意匠的美観を損ねるので、それを
回避したものである。
【００２６】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１と略同様であるので説明を省略する
。
【実施例３】
【００２７】
　次に、実施例３について説明する。
【００２８】
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　なお、実施例１で説明した内容と同一乃至均等な部分の説明については同一符号を付し
て説明する。
【００２９】
　図５は、実施例３の設備機器の取付構造の概略構成を示している。
【００３０】
　この実施例３の設備機器の取付構造では、設備機器として、太陽電池システム機器であ
るパワーコンディショナ装置３０が、タイル外壁１ａに脱落を防止する必要な固定強度を
有するように、うまく取り付けられていることが、実施例１の設備機器の取付構造と主に
異なる。
【００３１】
　ここで、この実施例３の設備機器の取付構造では、横架材２が、垂直方向に間隔をあけ
て、２つ設けられており、取付金具４は、上下左右合わせて４つ設けられている。
　また、図５では、分かり易いように、配線等の図示は省略した。
【００３２】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１と略同様であるので説明を省略する
。
【００３３】
　以上、図面を参照して、本発明を実施するための形態を実施例１～３に基づいて詳述し
てきたが、具体的な構成は、これら実施例１～３に限らず、本発明の要旨を逸脱しない程
度の設計的変更は、本発明に含まれる。
【００３４】
　例えば、上記した実施例１～３では、設備機器として、給湯器３や太陽電池システム機
器であるパワーコンディショナ装置３０を適用して実施したが、これに限定されず、例え
ば、分電盤や蓄電池システム機器である蓄電池本体などに適用して実施してもよい。
【符号の説明】
【００３５】
１　　　建物
１ａ　　タイル外壁
１ｂ　　下孔
１ｃ　　基礎
２　　　横架材
２ａ　　膨出部
２ｂ　　ネジ孔
３　　　給湯器（設備機器）
３０　　パワーコンディショナ装置（設備機器）
４　　　取付金具
５　　　ネジ（固定部材）
６　　　台座
７　　　ネジ（固定部材）
８　　　補助固定材
９　　　ネジ（固定部材）
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